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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ヒトパピローマウイルス（HPV）の感染と頭頸部が

ん発症のリスクに関して疫学的に解明することを目的とし、予防対策を行うための研究成果を

得ることを目的としている。 

 

研究成果の概要（英文）：This study aims to clarify the association between HPV infection 

and head and neck cancer risk and obtains the evidence for the prevention. 
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１．研究開始当初の背景 

 

(1)頭頸部がんは口腔がん、咽頭がん、喉頭

がん等が含まれ、中高年の男性に多い。頭頸

部がんの発生頻度は、がん全体からすれば約

5％であるが、頭頸部領域は摂食、呼吸、会

話等の生活上かかせない機能が集中してお

り、腫瘍、または治療によってそれらの機能

が失われることがある。また、近年の新しい

手術法や抗がん剤の開発にもかかわらず、治

療成績の向上が見られていない悪性腫瘍の

一つで、死亡率は増加傾向である。したがっ
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て頭頸部がんの発症に関する危険要因を解

明し、予防対策を行うことは重要であると考

える。 

 

(2)頭頸部がん発症の危険要因として喫煙、

飲酒は疫学的に明白であるが、近年、頭頸部

領域の HPV感染が発癌との関わりにおいて注

目されている。頭頸部領域における HPV の感

染経路はまだはっきりと解明されていない

が、性交渉によるものと推測されている。HPV

は現在 100種近くの遺伝子型が検出されてい

るが、子宮頸がんなどの研究で、発癌と関連

がある高リスク型（HPV16,18 型など）と癌で

は検出されない低リスク型に大別されるこ

とがわかっている。HPV 感染と頭頸部がんの

発症リスクに関するアメリカ合衆国の先行

研究では、血清の抗 HPV-16 抗体陽性者は HPV

陰性者に比べ、頭頸部がんのリスクが約 30

倍高いことが報告された。しかしながら、こ

の研究は 100 例程度の症例を用いた中規模症

例対照研究で、そのため、統計学的に不安定

な結果を示している。一方、日本人における

これまでの研究は頭頸部がん症例内の横断

的な研究のみで、症例対照研究デザインなど

の因果関係を検討する疫学研究は報告され

ていない。 

 

(3)タバコやアルコールの摂取は頭頸部がん

の発症と強い関連を示す危険要因であるが、

タバコもアルコールも摂取しない集団（非喫

煙・非飲酒者）おいても、比較的高い頻度で

頭頸部がんの発症を認める。この集団におけ

る喫煙・飲酒以外の頭頸部がん発症要因とし

て、HPV 感染が関与している可能性があるが、

現在まで非喫煙・非飲酒者における HPV 感染

のリスクを検討された報告はない。また、喫

煙・飲酒習慣やその他の要因と HPV 感染を同

時に検討した報告もほとんどないため、HPV

感染がタバコやアルコールの摂取による頭

頸部がんのリスクにどう影響をおよぼすか

も不明である。 

 

 

２．研究の目的 

 

(1)非喫煙者・非飲酒者における頭頸部がん

罹患状況の把握。 

 

(2)HPV 感染と頭頸部がん発症リスクに関す

る新しい知見をもたらすこと。 

 

(3)非喫煙・非飲酒者において、HPV 感染が頭

頸部がん発症に影響をおよぼす可能性を検

討すること。 

 

(4)HPV 感染と喫煙・飲酒習慣がどのような効

果（相乗的・相加的）で頭頸部がんの発症に

影響をおよぼすか検討すること。 

 

 

３．研究の方法 

 

(1)愛知県がんセンター病院にて 20-79 歳で

頭頸部がんと診断された 385 名を同定した。

次に頭頸部がん患者に対して、性・年齢を 1

対 5でマッチングさせた非がん対照者 1925

名を同定しデータセットを構築した。 

 

(2)対象者の生活習慣に関する情報は病院外

来初診時に自記式質問票調査から得た。それ

らの情報が入った愛知県がんセンター病院

疫学研究のデータベースから、頭頸部がん症

例と非がん対照者の喫煙、飲酒など生活習慣

要因に関するデータを抽出した。 

 

(3)血清検体の存在する頭頸部がん患者 237



 

 

名と性・年齢を 1対 3でマッチングさせた非

がん者対照 711名でデータセットを構築した。 

 

(4)同定された対象者の血清サンプルを用い

て、高リスク型(16、18、48、58 など)HPV 抗

体価を ELISA 法にて測定を試みた。 

 

 

４．研究成果 

 

(1)頭頸部がん 385 例のなかで、非喫煙者・

非飲酒者は 49 例（13％）であった。部位別

では口腔がん 38 例、咽頭がん 8 例、喉頭が

ん 3例であった。咽頭がんのなかで、舌がん

が 23 例であり、そのうち 22 例が女性であっ

た。本研究では、非喫煙者・非飲酒者に発症

する頭頸部がんは女性の舌がんが多いこと

が判明した。 

 

(2)血清の HPV 抗体価を測定することによっ

て HPV 感染の有無を診断しようと試みたが、

検討した結果、HPV 抗体価測定の確立した方

法はなかった。ELISA 法を中心に、独自の測

定方法を確立するために、国内外の研究者か

ら情報を得て測定方法を模索した。しかしな

がら、現在まで確立しておらず、今後、HPV

抗体価の測定方法が確立したら、随時研究成

果を報告していく予定である。 

 

(3)頭頸部がんの発症リスクに影響をおよぼ

すその他の生活習慣や遺伝的背景に関して、

愛知県がんセンター病院疫学研究のデータ

を使用して検討した。歯ブラシ習慣と頭頸部

がん発症リスクの研究では、毎日 1回歯ブラ

シをする人に比べて、毎日 2 回以上歯ブラシ

をする人はオッズ比 0.67 と有意に頭頸部が

んのリスクの低下を認めた。一方、歯ブラシ

の習慣がない人はオッズ比 1.83 と頭頸部が

んのリスクの上昇を認めた。その傾向は、口

腔がん、咽頭がん、喉頭がんすべてにおいて

認められた。喫煙・飲酒習慣別の解析では、

喫煙や飲酒習慣に関わらず同様の傾向を認

めた。 
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